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I はじめ
小金井dTの明治虚でオーストラリアj主l主1ワイン iカイザーシュトクーノレ Kaiserstuhljを見付けて
燐入し， プラント、のいわれをあれこれj志川、巡らしたことがあった.カイザーシュトゥーノレが有名なた
めか， トーイツ人入槌者が栽培製造してし、るためか，オーストラりアのどこで作ってし、るのだろうか.
大学入試によく出題される 2カ所のオーストラリアの地に|コ海性気候地域のことは知悉しているが，多
分そこでブトウ栽培が1-.われているのであろう， くらいの知識しかもっていなかったし， 日本語文献
にもその辺のこと 、てない.
1988年 8月 「移民200~:1三祭 J を して出半球で初めての第261豆i国際地理学会議がシドニ一大学を
会場に8PJ21~261ゴまで開催された. 8 1:]I'M'Jのプレコングレス(エクスカーション) Iオーストラリ
ア北部・中央部の遠i潟地集落jの集合j也点は銅鉱山都市 Mt.Isa vこ8)~ 6臼であった. 1"移民200年
祭J，ブリスベン Expo'88， 1:本でのオー λ トラリアブームによって大学が夏休みに入る 8月上旬の
佑安航空券は 6月に売り切れていた. 7)~ 14 Iヨ出発で主IYrく座席が取れ，集合iミiまで 3週間をシドニ一
大学地理学教室図書室を中心に，州立図書館・クイーンスランド大学(在ブリスベン〉中央区i書館な
どで，数年来の疑n丹であったオーストラリアのフトウ栽培について，文献・統計書をあさり，現地を
一瞥する機会がもてた.
具体的な現地調査は1寺I'i，¥jが足りなくてできず，従来の El本の参考書には書かれていないオーストラ
リアのブドウ栽培の歴史，栽培地域， j径百J二のi諸問題，オーストラリア経済・農業・果樹園芸におけ
る位置付けなどに関して，概観することがオ記者主文の l~!IYJである.
各種数値で1:l:.\~J~を記さないものはすべて Australian Bureau of Statistics刊 iYEAR BOOK 
AUSTRALIA 1988Jおよび1986年版fこよる.
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E ブドウ栽培の地位
1. 世界のワイン生産における地位
UNO Statistical Yearbook Vol. 34 1983/4による世界のワイン生産量:(1984)は， 3 1:を，~2 ， 759kQで
あり， ビッグスリーは 1位イタリ 77，000万kQ(世界の21.4%)，2{立フランス6，447万kQ(19.7%)， 
3位スペイン3，554万kQ(10.8%)，のヨーロッパ勢で， 4位にアノレ vゼンチン (6.1%)，51立にアメリ
カ (4.9%) の ~I:: ヨーロッパ勢が続いている.オーストラリアは400万kQで、世界ワイン生産量のわずか
1.2%を占めるにすぎないが， 日本 (33万kQ)の12.1倍も生産している.
ブドウの生産量をFAO統計でみると， 1983年は世界全体で6，517万 t， ビッグスリーは l位イタリ
ア18.8%， 2位フランス13.1%， 3位ソ連11.1%であるが，オーストラリアは77万 tで世界の1.2%
を占めるに過ぎない.しかし， オーストラリアのブドウ生産の 56.2% (1986)がワイン肢に向けら
れ， 39.6%が干しブドウに加工されており， 4.2%が生食などに向けられている. オーストラリアの
ブドウ生産量のうちワイン向けの割合は1981年の63.6%から年々減少してきている.
ブドウ栽培面積は後述の政府の転作奨励政策によって1981年の 6.95万haから1986年の 6.38万haへ
8.2%ほど減少している.ちなみにオーストラリアのブドウ栽培面積6.4万haは凶ドイツよりやや少な
く， 日本の約21音である. 日本の場合ブドウ生産量のわずか6.7% (1981) がワイン向けであるのに
対し，西ドイツではほとんどワイン向けであり，生食用はスペイン・イタリアから輸入しており， ワ
インとブドウはほとんど同義語として用いられている.国によってブドウ生産の利用志向に大きな差
がある.
2. オーストラリア経済における地位
オーストラリアの総人口1，625万人 (1986年6月の推計〉のうち707万人，総人仁!の43.5%が被雇用
第1表オーストラリアの収入i活躍月IJブドウ経営ぉ 者〔就業者〕である.産業別就業者のトップは
よび総経営 (1985)
iブドウ経営 i総 経 営
く1万部 463 10.4% 26， 155 15.1% 
1~20 589 13.2 20，401 11. 8 
20~30 563 12.6 14，957 8.6 
30~40 600 13.4 13，424 7.8 
40~50 554 12.4 12，670 7.3 
50~60 428 9.6 11， 204 6.5 
60~75 478 10. 7 13，996 8. 1 
75~100 391 8.8 16，817 9. 7 
lOO~150 244 5.5 18，529 10. 7 
150~200 67 1.5 9，179 5.3 
200孟 88 2.0 15，728 9. ] 
山 5 100.0 I川 60 100.0 
(Year Book Australia 1988) 
卸小売業19.9%で，次に公共サーピス18.1%，
製造業 16.3%と続いており， 農林漁狩猟業は
40. 4万で5.7%fこ過ぎない.農民40.4万人のう
ち約3/4 (73.3%)が男性で，女性は 1/4
(27. 3%)に過ぎない.適当り労働時i習を産業
!.!!Jに見ると， 農林漁狩猟業が 43.1時17号でトッ
プ，最低は公共サービスの32.411寺 I~~J，全産業の
平均は36.011寺間である.
ブドウ栽培経営4，465 (1985) のオースト
ラリア全農業経営 17万3，060に占める割合は，
わずかに 2.6% ~こ過ぎず， I苅牛経営 3万1， 672 
(18.3%)，羊ー穀物経営2万3，676(13. 7%)， 
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2万3，009 (13. 3%)に比べれば， ごく小さな存在でしかない. しかし農業収入階層別農家率
をみると， ブトcウ経営は年収l万事(1事キ100円)'"'-'50万部クラスカミ 51.6%と中核部を占めている
(第 1 表).オーストラリア全経営17万3， 060では 2 万事未満層 (26.9%) と 10~15万事層 (10.7%)
の1Ilj1盃に経営が分かれており，ブドウ経営は収入の面では1:=1・下層が=i三流を占めているといえる.
オーストラリアの1986年農業粗生産額は154.0億単であり，ブドウのそれは2.7憶事・ 1.8%を占め
るに過ぎない.オーストラリアの農産物生産額の捕物性と動物性の比は48:52で， 西ドイツの32:68 
(1983) と比べて植物性の比重が大きい. プト・ウの粗生産額は植物性{乍物のそれ 73.8億患の中でも
3.7%にしか過ぎず， 小麦36.9%.野菜9.7%.果実コナッツ9.2%に及ばない. オーストラリアの作
物作付面積は2，085万ho(1986)，ブドウの作付面積は6.4万加で、わずか0.3%を占めるに過ぎないが，
将i生産額で、は2.7{意事で，全国の3.8%を占めるところから， ブドウは1来約作物で， 土地生産性が非常
に高いといえる.
E ブドウ栽培の産史
オーストラリアの経済・農業における地位は低いものの， 日常生活においてオーストラリア人は
「ビール飲用国民からワイン飲用国民に変った」と言われるほど， ワインは愚氏にとって親しい存在
になってきた.干しブドウの輪出は7，130万事 (1986)， ワインのそれも2，130万$， 合わせてブドウ
製~IWl の輸出は 9， 260万事 (約100億円) にものぼり， 1章氏1人当り約 6円の輸出をしていることにな
る.石炭54筒、事・ :'F毛28ft$ .木材チップ21億患のビッグスリーの輸出品目には及ばないまでも，国
内・輪出貿易にも大きな役割をはたすようになったブドウおよびその栽培技術の伝播・普及の足取り
をたどってみる
Hugh Johnson (1985) u-位界のワイン アトラス』によると，オーストラリアのブドウ製造はア
ングロエサクソン民族の手でも開始されたとある.すなわち，オーストラリア大j珪には土着の~tr ブド
ウも栽培品種も知られていない. 1788年の最初の移民船が荷物の中にブドウをもって行き，初代総督
がワインを作った. Sydney Gazetteの初版(1803)の見出しに次のようにある (フランス訴からの
ほん訳)， IMethod of Preparing a Piece of Land for the Purpose of Farming a Vineyardj. 1820 
年代までにニューサウスウェーノレズナ1'の今日のブドウ国でワイン製造が始まってし、た. 1832年にパジ
からシドニーへ 500以上の品種標本が送られてきた. 7Jく夫・医者・労{露b者・醸造家などの移民がワイ
ン製造にかかわった一つの理由は， 自然、条件が各種作物に適していたことと，少くとも深く根をはる
ブドウには条件がよかったから， とされている.
Mayne， Robert (1987) : lIPocket Australian Wine CompanionjJの NewSouth Walesの項に
次のようにある. Iオーストラリアのワインはここで1788年に，最初の移民船とともに到着したさし
木用切穂で， そして後には他の船で、運ばれた切穂で始まった. これら切穂は Macarthurslfこよって
Camdeロ(Sydney南部50km)や Vineyard• Minchinburyなどの Sydney郊外に植えられたJ
イギリス科学振興協会(B.A. A. S.) (1914) Wオーストラリアに!認する連邦/、ンドブック』によ
ると， Iブトcウ栽培はヨーロッパのワイン製造諸国から移住して来たタ十国人らによって， コモンウェ
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ノレスの歴史の早い1寺JWに始まった.J と記されており， Tìむ二者の記述とは ~I込なっている. 1914年 8月
オーストラリアで開催されたB.A. A. S.会議の成果であるところから信頼性は高いとは思うが，確
認できない.
1可.Harcus (1876)の『出オーストラリアーその股史・資源・生産』に次のようにある. Iワイン
製造はかつて期待されたほど，金銭的には成功していないにもかかわらず，今日では確立された産業
とみなされるかもしれない. しかしこれはワイン製造とケラー管理上の熟紋不足によるものである.
数千エーカーのブト、‘ウが植え付けられ， そして数百エーカーが再び抜根されたJ 栽培と加工技術が
未熟だったためである.一つのブドウ闘にーダースほどの11程をl司n相こ槌え，いっしょくたにして破
砕して醸造していた. 何の経験もなく， 乎科l学!'的t杓内知識もないために判荘粗1耕雑;でで、きめの羽牲組Lれ[いし、l自2ヨ!家家，製「オ一スト
ラリアン ワイン|は笑L、べくぐやさでで、あつた -1吉苦皆?九し、経験と失望， 多くの試試lわ行二j針錯1望措!;{誤によつて， よいワインは
l品;日:
純度が低くし， オ一ストラリア産ワインに対する嫌豆思!:!感器とまで、は言言Aわないが偏偏i見の元l凶孟当iとなつていた.
未成熟でで、，不健康なワインの原因となる I~I 家製造を止めた.
ヴィクトリア州では1890年代に新植ブドウの各エーカーにボーナスを支給することによってブ卜司ウ
栽培二に大きな刺激が与えられた.その結果，不;適格なノーヴ、ィス(無経験な人)までもが開i遇するよ
うになり， 121質が悪くて売れないようなワインが大量に製造されるようになり，ボーナス制度が廃止
されると多大のブト5ウ農家が製造中止に追いこまれ，数年後フィロキセラ発生がそれに追い打ちをか
けた. フィロキセラの被害はヴィクトリアナH・ニューサウスウェーノレズチ1'で大きかった. この虫三与を
根絶するために多大の努力がなされ，その間に力のな¥:、ブト、ウ農家のブドウ栽培からの撤退に拍車が
iJ、七、っTこ.
資本力のある者は|主l内消費向けではなしに，イングランドへの輸出用ワイン製造を始め， フレント‘
mのこくのある辛口赤ワインを一主体とした. コモンウェノレス向けワインの生産は1914年i集約50077ギ
ャロン(1ギャ 1コンキ4.5 ~キ2.5升)， そのうち南オーストラリプナ1'が約300万， ヴィクトリア州100
万， ニューサウスウェーノレズナ1'180万，酉オーストラリアナト15万ギャロンであった.
干しブドウ生産はヴィクトリアナトl西部マーレ-)11沿岸 Milduraとその自に隣接する南オーストラ
リアチ1'Renmarl王に港政ーが行なわれるようになってから始まった(第 1頚). 1890年代初期に市場芯
向の生産がum始され， )1輸入!日よりも清潔さと味の点で勝っていたため，やがて勝利を得た. 1ilIi絡が収
益性を下まわる危険があったが，国内市場に供給して，なお余剰があったら輸出向けにするように，
生産者組合が決定したことによって，その危険を回避した. 1914年頃でもその方針は:貨かれ，小区画
にブドウを布lliえることによって ~:EI 当の収入が可能となった. コモンウェノレスの干しブト、ウ生産は1911
/12年に23.5万 cwt(1 cwtは50.81沼)， そのうちヴィクトリアチト!が63.7%， iHオーストラリアナHが
34. 6%であり，マーレー)1i皆既地域でオーストラリアの干しブト、ウのほとんどを生産していた.
1914年頃，オーストラリア大陸部五州はコモンウェノレス向けの生食用ブドウ (tablegraps)を栽培
していた.その頃凶オーストラリアゾナiも新鮮なブ卜、ウをイングラン卜、向けに出荷し出し， )文芸IJを納め
た.東部のナト|でも生食J'FJにOhanez・PurpleCornichon・Flawe• Tokayなどの11恐が新植されて，
盟 Wine.prod山 E?問
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02∞km 
第1図 オーストラりアのブドウ栽結核心地域(Johnson1985による)
その頃結果し出し，輸出拡大も期待されていた.
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入捕当初jの植民地はほとんどどこでも， ブトcウ成育に適したj也仁|コ海性気候に近いものであった.メ
ルボルンはほぼ出緯 38。にあワ，北半球のコノレトパ(スペイン) ・シシリー島・サンフランシスコ
(USA) とi可じ緯度にある.340 Sに近いシドニーはそ!コッコの首都ラパトに相当する緯度にある
糖分が多くて，酸味を欠く強いワインが望ましいわけで、あるが，オーストラりアでは 1世紀以上もの
i日]乙のようなワインが生産で、きるというハッピーラント、、である.
今日ブドーウはオーストラリアの全州で栽培されており (第 21玄1)， ノーザンテリトリー(準州〉の
砂漠のにiコの Alice Springs向郊にもみられる.パース北東部 SwanValley， タスマニア島の台地，
アデレード耳ミ安I~ ， クイーンスラント‘i有真ミ剖lなど広し、fI担割でブF"ウj実j音はみらhる. しかし， 1亥d心地j或
は， シドニー北方のアッパーハンターパリーの Muswellbrookからプデレード北方約100kmの Clare
Valleyを底辺とするほぼ台形をした ilYi'liである. オーストラりアのブドウ栽培地域をタイプ分けす
るのはむつかしく，オーストラリアの通ですら，地理学的知似性・ワインスタイノレの類似性・その他
の規準で類型化しようとしている.類型化が難かしいということは，オーストラリアが未だブドウ栽
j告ではフ 1コンティアであることを物語っている
しかし特定の地域は土壌と鍛気候が特殊な質のワインに適しているので，それの産地と同一視さ
れるようにもなってきた. ブト‘ウ栽培者は突に巧妙にその栽培地を選定しでいる様に焼かされる.今
日最高級のワインの栽培地は初期に栽培された場所で、ある
オーストラリアで好んで用いられるワインの言葉である istyleJは， 1960年頃に大きく変り始め
た.強制発酵(-1最初jに圧力の下に，ついで冷却によって)は向ワイン製造に革命をもたらした.この方
法が行なわれたところは，赤ワインと同じように， Oijけたままの大柄での速成概酵によって全く甘味
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第 2霞 オーストラリアのブドウ生産地域(Jande Blij 1983を修正)
のない味(しかも非常に強しうになり，その発酵過程においてブトウの呑気を全て失なってしまう
この強制撤回初主ブドウ栽培者に芳呑のある (aromatic) ， どちらかというとワインとグレープジュー
スの混合物のような若干甘いワインを製造することを可能にしていた.オーストラリア訟でこの種の
ワインをそーゼノレと呼んでおり， しばらくの問は多くの人がそーゼノレを製造したが，今日でもやって
いる人は一若干程度で、ある この消費への影響は革命的といってよく， ワインが清涼飲料となったのは
全く新しいことである.デザートワインは減少し赤ワインは急速に白ワインにとって代られた. ビ
ーノレで、すら伸び悩んでいる.
オーストラりアは一世紀のi討jに本当のワイン飲料j主!となり， 1人当り消費量は1986年で、21.6e (日
本は0.51e)でイギリス・アメリカの 2倍以上である.紙の箱のに!こlにプラスチックの袋が入っていて
いる， 4 ~ 5 e入の iブJスク (cask)J ワインは， Jごr 消費HJに販売され， 7 ;!fl]ほどがそのような形
で売られている.小数のワインは技術の魔法と公開コンテストによって171質の向上が図られ，オース
トラリア winejudgesによって格付け証明がされている. しヵ、しアベラシオン(銘柄!?1に原産地・年
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すを記す) 1liUl交を作ろうという動きのないオーストラリアでは， ワインは現在以上に良くなる可能性
は少ないといえる.
lV ブドウ栽培とワイン醸造の地域構造
1. ブドウ栽培の地域構造
〔経営数) 4， 465 (1985)のブトcウ経営は総経営17.3万の2.5%を占めるに過ぎないが，その地域
的分布をみると， グィクトジアナH(Vic.) L 865 (41.6%)，前オーストラリアj十I(S. A.) 1， 568 (35. 1 
%)， ニコーーサウスウェーノレズ州 (N.S. W.) 707 (15.8%)，四オーストラリア州 Ci可.A.) 189 (4.2 
%)， クイーンスランド州 (Qld.)127 (2. 8%)， タスマニアナH(Tas.) 7 (0.2%)である. Vic.. 
S. A. 2ナ"1で|主!の76.7%と3/4以上の経営体数を占めている
〔ブドウ栽培面積J 6.4万ha (1986) のブドウ栽培面積は全作付地2，085万hαのわずかo.3%にし
か過ぎないが， 1::1本のブドウ園面積の約2倍である. 1980年の 6万9，700haから年々漸減し， 1986年
には 6万3，800haに減ってしまったのは，一種の生産調整のためである. しかし 栽培面積は減って
いるものの生産量は年による変動が大きく，むしろ増加気味で1981年の74.3万 tが， 1986年には90.7 
万 tであった.収穫ブドウのチ"1JIj割合は南オーストラり 759.3% (1987) ・ニューサウスウェーノレズ
25.0% .ヴィクトリア14.0%・南オーストラり 71.6%.その他の升10.1%であった.粗生産額も年に
よる変動が大きく， 1980年の2.3{意容が， 1986年には2.7{意事になった.収穫されたブドウはワイン・
干しブドウ・生食用の三大志向のうち， ワイン用56.2%(1986)， 干しブドウ39.6%， その他(生食
用等) 4.2%である. ワイン用は1981年の63.63ぎから1986年の56.2%へ減少気味そ、，干しブドウ用は
33.4%から39.6%へ増加気味で、ある
〔ブドウの品種〕 ブドウ栽培面積を品種別にみると， I~l ブドウ 69. 0% (1986)対赤ブドウ30.9% 
で，ほぼ 7: 3で自ブドウが優勢である (第2表)• 自ブドウの中ではまに干しブ fウ用のサノレタナ
が全栽培面積の27.1%と絶対銭{立である. 次いで主としてワイン府マスカットエコソレド、コブランコ
(7.0%)， ワイン専用種ラインニリースリング (6.9%)が続いている. 赤ブドウの中ではワイ
m種のシラズ (9.3%) とカーベノレネニソーヴィニョン (6.1%) ・グランシュ 9%) が大きな存
在である
ブドウの総収穫量91万 tのうち56.2%，51万 tがワイン向け， 36万 t，39.6%が干しブドウ向け，
残る 4万 t， 4.2%が生食用ブドウ等である. I当ワイン専j官種としてはラインコリースリング・セミ
ョン・パラミノ・ベドゥロエキメネス・シャノレドンネ・マスカット=プランなどがあり， ~jミワイン専
用種としてはシラズ・カーベノレネ=ソーグィニョン・グノレナッシュ・マタロ・ピノヱノアーノレなどが
ある.干しブドウ専用種というのはないが，サルタナ・クラン・ウォノレサムクロス・マスカット=コ
ノレド=ブランコなどで，一部は生食用にも利用されている
多目的ブト、ウといっても主にワインと干しブドウmに用いられ，干しブドウ加工は季節的条件の不
利なところにとくに適している. 1983/84年の世界市場で、は子しブトλ ウの供給過剰の問題が深刻であ
ったが， 1984年末北半球の供給i主lが減産し始めたため， 1985年以来事態は改善された. Australian 
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第 2表 オーストラリアのブドウの品種別J~xtf;Itli HUとJI又位量およびその利子FJ (1986) 
JI又穫i立 (~I_:_j]:jJI t )とその利Hl
1 t1-1 i 4長 |山(ha)別競川合ワ
ンその割合|干しフ什|その他|イ
赤ブドウ
Carbernet Sauvignon 3，880 6.1% 26，033 5.1% 11 26，044 
Cun古川 (Carinaを含む) 1，735 2. 7 86 0.0 25， 664 59 25， 809 
Grenache 3， 152 4.9 33，264 6. 5 196 33，459 
Mataro 936 1.5 10，717 2.1 92 10，809 
Pinot Noir 632 1.0 2， 765 O. 5 2，766 
Shiraz 5，953 9.3 52， 684 10.3 80 52， 765 
その他 3，439 5.4 11， 073 2.2 13 10，926 22，012 
小計 (19，728) (30.9) (136，623) (26. 8) (25，677) (111(1736日)
i主ブドウ
Chardonnay 2，621 4.1 17，442 3.4 4 I 17，445 
Doradillo 1， 332 2.1 28，987 5. 7 598 83 29， 667 
Muscat Blanc 612 1.0 5，656 1.1 86 5，742 
Muscat Gordo Blanco 4，451 7.0 75，906 14.9 8，265 431 84，601 
Pa1omino-Pedro Ximenes 1，959 3.1 27，825 5. 5 19 27，844 
Rhine Riesling 弘388 6.9 44，053 8. 6 つ 44，055 
Semillon 2，926 4.6 38，629 7.6 10 38，638 
Sultana 17，276 27.1 51， 199 10.0 313，241 16， 149 380， 589 
Watham Cross 1， 524 2.4 3，331 O. 7 10，834 5，093 19，259 
その他 6，933 10.9 80，283 15.7 162 4，653 85， 099 
IJ、H (44，024) (69.0) (373，311) (73. 2) (333，100) (26，529) (732，940) 
合計 63，750 100.0 509，934 358， 777 37，892 906， 603 
(Year Book Australia 1988) 
Dried Frui ts Coorporation (オーストラリア乾燥果実組合)は乾燥果実の輸出貿易の組織に支任をも
っている j幾 IY~J である.このj幾闘はまた法令による Dried Vine Fruits Equalisation Scheme (干しブ
ドウ均衡計画〕と DriedSultana Production Underwriting Scheme (乾燥サノレタナ生産保証計画)
をも管理している この二つの計面i&土産業援助委員会による干しプト、ウ産業への調査に基づいて政府
によって1985年に再建されたものである.政府の EIざすところはす二しブト、ウ産業にもっと市況を考え
て行動して欲しいことであった. 1983年まではごiーし果実の!If命入はほとんど問題にならなかったが，
1983年以降ギリシァ・アメジカなどからのi輸入が増えてきた.オーストラリア業界はギリシアの補助
金に支えられた1愉出の被害を宣告し対抗措置が検討されてきた.
干しブドウにはレイズン・サルタナ〔本来はトノレコのスミノレナ(イズミーノレ)で栽培されるプトρ ウ
を干したもの〕 ・カラント (currant， IJ\~~:の ~illtJ:し干しブト、ウ)の 3種類があり， 1986{1三の生産は
乾燥重量で、レイズン5，200t ，サノレタナ 7万2，900しカラント6，300t， H 8万4，400tであった. l[iI  
/:Bに向けられる量は年によって異なるが3 総干しブトウ生産量の 6~ 9 tlfIJが輸出向けで， 1986年の輸
出額は7，130万事で， 2，130万事のワインの 3倍以上であった.ちなみにオーストラリア人の 1人当り
二i二しブト、ウ日は1981~1三の1. 8k9から1986:;:1三は2.31<9とJ羽加I(1;([ I('Jにある.
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第3表 農場平均ブドウ1!l1lWi積と収入(1984)
ブドウl!i(ha) 現金i収入($)
，)+1 
多 1= (均 ワインj日 多 1= 1'] ワインj干!
ニューサウスウエールズ 3.0 2.6 13，212 8，521 
ヴィグトリブ 7，6 O. 6 31， 981 1， 627 
グィーンスランド 。 。 。 。
間オーストラリア 。 。 。 。
iねオーストラリア 2.3 5.4 9， 189 11，951 
タスてFニプ 。 。 。 。
オーストラリア 3.8 2.7 16，009 6，613 
(Rural Economy 7) 
〔ブドウの抜根政策〕 ギリシア・アメリカ・トノレコなどの干しブト司ウ世界市場で、の競争に打ち勝
つために，連邦政府は1985年 3月ブドウ抜恨計画を発表した.過剰気味の国内生産をおさえ，この産
業から撤退するj金氏に財政援助しようとするものである.まずヴィクトリアHIで1985/86と1986/87
年度多目的ブトーゥから撤退する者に最大5万事援助しようとするもので，小規模経営が応募した.間
オーストラリアでも実施され， 全国ではj加盟国積が 3%ほど減少して5.877haとなった. 1985年のブ
ドウとワイン業についてのMackay委員会の調査に基づいて， この抜根計画はワイン用ブドウにも拡
大適用され I有オーストラリアナHの700のワインmブトA ウ栽培者が応募し， 一部または全て抜根した
ので1987年度収縫は 5%減って5.7万加になると予想されている.
〔ブドウ栽培農家の経営規模と寂益J 1982/83年度AustralianHorticultural lndustries Survey 
はりンゴ・ナシ・ 1:Jj'1需・缶詰nJ落葉果実・多目的ブドウ・ワイン用ブドウについて抽出調査したもの
である(第 3表) 干しブドウなど多目的ブドウの方が栽培面積は広く 3.8ha，とくにヴィクトリアで
は7.6haと広く， ワイン用は2.7haで、あるが， i"([オーストラリアは5.4haとl主Ir然広い.現金収入では多
目的ブドウ』士 1.6 75 $ (1容は約100P=U， ヴィクトリアチト!は 3.2万部もの現金収入がある.南オース
トラリアはワインナト!だけに1.2万事のワイン用ブト、ウからの現金収入をあげており，それに次いでは
Hunter Val1eyをかかえるニューサウスウェーノレズが 8，500事ワイン用ブドウからの収入が大きい.
2. ワイン醸造の地域構造
ワイン生産量はその年の天候によるブドウ収穫量に応じて年による変動が大きく， 1984年は 3.4億
(i" 1986年には3.9{J~~ eであった.総生産に占める ]1輸出率は1.5% (1980) ，._2. 8% (1986， 1，090))' e ) 
と少なく，輸出額 (f.o. b.)は干しブトザウの 1/3以下の2，130万事であっi:. 主な輸出先は1984年に
は 1:1本(14.3%) ・ニュージーラント(12.1%) ・カナダ (11.1%) ・アメリカ (9.1%) ・イギリ
ス (6.3%)であった. il命出余力のないのは， 匡1ゴヲ消費量が1980年の17.2e /人から1986年には21.6 
Eへ急速に増加し わずか0.5eのiヨ木の43倍である. 1970年代半ばにはほぼ収量の半分近くがプラ
ンディー・強化ワイン(ワインにブドウ火酒を加えたもの. アノレコー ノレ強度ー を増し， ワインを保有ーす
る.ポート・ヴェノレモット・ジエリー・マスカット・トカヤなどもそうである) ・あるいは工業用ア
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ノレコーノレに蒸印されていた・ ワインの種類もオーストラリアの伝統である強化されたワインであるデ
ザートワイン (tlーし、食jilとともに飲むの しずこワイン・ソーテノレネ・ポート・マスカット・トカヤ
のような， 比較的アルコーノレ分が多くて甘いスタイノレのワイン.) は1975年の68万kQから1984年には
21万kQvこ激減し，逆にテーブルワインが160万kQから330万kQv=.:l鴇加した・ 1984iol三にはわずか12%がプ
ランディーや強化酒に蒸留されているに過ぎない.
〔地域別ワイン生産〕 南オーストラリア州が235万kQ (全|議の61%) の生産をあげ，次いでニュ
ーサウスウエールズチト|が85万ld22%， fl計十|合せてオーストラリアのワイン生産量385万kQの83%を生
産している.残る 5チ1'合せても17%に過ぎない.
〔地域別・規模月IJワイナリー数〕 ジャーナリスト上りの RobertMayne若IfThePocket Aus-
tralian ¥iVine CompanionJl (1987)には511のワイナリーの住所・ . 111~1 閤Il~j:1m・故事来jTiF.な
どが書かれている. しかし，統計的処理は官庁統計が有効なため， このワイナリー=センサスをHJい
ることにした. 1970年代以来，統計局はワイン用ブドウ栽培者のサンプノレ調査を行なってきたが， ワ
イナリー所有ブドウ簡はこれらの調査に含まれていなかった. この調査の穴を埋めるために統計局は
1983年11月全ワイナリーヱセンサス (acensus of al wineries)を行なった. この七ンサスは郵便で
行なわれた.アンケートの56%は回収され， 1982年破砕量のほぼ75%をょうするワイナリーが回答し
たことになる.地域主ì~元はほぼ州単位である. Swan Hillとはヴィクトリアナ1'北西部のマーレー)1濯
i!lt地域のことである.
回答370ワイナリーの地域的分布をみると， 南オーストラリアナ1'が30.8%で最も多く， ニューサウ
スウェー ノレズナト125.4%，西オーストラリア升117.8%と続いている (第 4 i有オーストラリアナト!の
Barrossa-Clare j並区だけで45， 12.2%を I~ï め， オーストラリアで最も有名なワイン地帯である. ワ
イナリーの規模をブドウの破砕量でみると， 西オーストラリアは中小規模(120t未満)のものが
85%も l主めているのに対し， Swan Hill 地域は大規模(120t以上)のものが 67%を占めている.
第4表地域別・規模百IJワイナリー数1983
J政 量(t ) 
j也 J.或
<22 22 r-../ 120 ]20豆
ニューサウスウェーノレズ升| 30 22 42 94 52.4% 
Swan Hill (Vic) 2 6 9 2.4 
南オーストラリア州 6 
-Barossa -Clare 16 6 23 45 
-Riverland 7 6 10 
-Southern Vales 13 9 12 34 
-Coonawara 2 4 6 12 
西オーストラリア川 24 32 10 66 17.8 
その他 33 40 14 87 23.5 
オーストラリア 127 120 123 370 100.0 
(Quarterly Review of the Rural Economy 7) 
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Barrossa-Clare j並区も大規模ワイナリーが51%，='-iめている
〔ワイナリ一所有ブドウ園面積，および規模と品種の関係〕 ワイナジー弓円当ブドウ|理面積の平均
は35ιha， ()戎 Iliil33.9ha未成 l~ïI1.4ho) で， 農業経済崩オーストラリアl翠芸農業調査の一般農家の平
均ブト♂ウ m~1 市i積 (12hα) よりも 3倍広い.破砕量2t以下のワイナリーの平均ブドウ!翠は9.7hαと一
般農家よりやや小さい位であるが， 120 t以上の大規模ワイナリーの平j勾ブドウ図面積は85.0haであ
った. 白ブ F、ウ率は大規模ワイナりーが最大で57%，中規模ワイナリーカL最づ、で、35%であった.
ワイナリ一所有ブドウ閣は自ブドウ51%，多目的自ブドウ 2%であるが，一般農家所有ブドウ留は
i主ブトウ41%vこ多目的ブドウ26%である. ちなみにワイナリ一所有ブドウ閣のijJh程 (1983) は， 並
(Bulk) 1さ120%・極上 (Premium)由18%• J二質 (Quality)白13%.多 iヨ的白 2%，上等赤20%・極
i二亦14%.並赤13%である. J二質ワインの上位3程のそれぞれは，ただ一つのi品種から成っており，
駈上亦はカーベノレネコソーヴィニョン，上質赤はシラズ，極上自はライン=ワースリングである.約
4%を占める未成i翠のうち，一般農家は未成簡には全て白ブドウを植えているのに， ワイナリー所有
未成閣ではl主は70%で，一般ブドウ農家ほどは白一色の新組で、はない.
〔地域・品種別ワイナリ一所有平均ブドウ園面積J a census of Australian wineries 1983はオ
ーストラリアのブドウのほとんど93%， ワイナリーの76%をカバーしてし、る (揖~5 表) • ブドウ IE~面
積の平均は35hoで、あるのに， 西オーストラリアは13haと最小， Coonawarra は最大で、162hαで、ある.
ヴィクトリアチトISwan Hil と南オーストラりア州 BarossaValley-(:lare 地区は70hα台で、全国平均の
{去の広さをょうしている.歴史的に最も古いニューサウスウエールズは三千均f直Vこ近い.
極上白のラインりースリンク。が最も多く栽培されているのはCoonawarraj也1:><.で33.8%がそれで、あ
り，次にBarossa-Clare地i玄で28.2%であるが，赤の極上程カーベノレネェソーヴィニョンは特に多い
わけではない. カーベノレネニソーヴィニョンが全国平均よりやや多いの告まSvvanHillである.
第5表 ワイナリ一所有平均ブドウ園前積:品観・地域7}Ij (1983) 
~ 
1'，Tl ~霊 カーベル -しL 守~ìγT sife ライン 上等 ~t 多目的 多目的 3十
ネソーヴ リー ス
ナ1'，地区 ~-
ニョソ 赤 宏、 リング l主! i主 自 赤 ha 
ニューサウスウエールズ 4.94 9.26 1. 42 2， 03 9. 19 4.17 0.07 0.00 31. 1 
Swan Hil (Vic.) 12.35 9.95 8.47 11. 52 12.37 13.03 5. 50 0.00 73.23 
lB 回 CI 8.11 11. 65 10.37 21. 89 4.89 16.59 4.64 0.00 77. 76 }軒ト
24.65 オラ Riverland 1. 73 1. 97 6.02 2. 03 1. 17 11. 37 0.21 0.11 
lリ SouthernVales 2.48 5.51 3.97 2.21 0.96 1.77 0.00 0.00 16.95 
フ、7 しーoonawarra 23.26 29.47 14.41 54.44 16. 77 22.80 0.00 0.00 161. 18 
西オーストラリア 1. 9] 2.35 3. 73 1. 62 1. 04 2.30 0.06 0.00 13.05 
オー ス〔ト?のラリア 4.81 6.98 4. 70 6.41 4.67 6.98 0.77 0.11 35.37 
14 20 13 18 13 20 2 。 100 
(Quarter1y Review of the RuraI Economy 7) 
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の 1~2%のワインしか産せず， さらに100km上流へ遡上った Muswellbrook西部の UpperHunter 
Valley i;i:' 加 l えても 2~3%vこしかならない.しかし周回の風景は美しく， 高級テーブル ワインに
シドニーからたくさんの観光客が訪ずれるため数多くのレストラン・公園・ピクニック場・行楽施設
が発注し， γ ドニーから勾・/:1観光パスが何本も運行されている.1855年，最も早く自治を開始したニ
ューサウスウェーノレズナト|は人仁iも553万と最も多く，オーストラリアの地j或主義と郷土愛熱に支えら
れて，州民のほとんどは HunterValley産ワインに貞節をつくしている. 升1ヨすには UpperHunter 
Valley • Riverina (Griffith) • Mudgeeなどの産地のワインもあるが，今一つ人口に贈笈してない.
Hunter Valleyのワインは未だクラシックなセミョン(白)とエノレミタージュ(シラズ) (赤)が土
台となってし、るが， これに近年カーベノレネとシャノレドンネが加わり， この 4種が基調スタイノレになっ
ている
1830年代に JamesBusbyが400程のヨーロッパ種をこの地に持ち込み， 1840年まで、に80hαのブド
ウ伺が HunterVal1eyにIJ]g!翠され， ワインは陸路と船でシドニーへ送ばJ"Lた.夏の気温は高く，蒸
散による水ラデロスは大きく，水ストレスが大きな問題であった.しかしそれによってブドウに芳香
を与える持!叫が長くなるというメリットもある.成育期間7カ月の積算温j支 2，0741寺!習はRiverland
CS. A.)の2，384時間， S¥>va口Valley(W. A.)の2，340n寺l'沼， Murrumbidgee (N. S. W.)の2，275fI寺
1¥1と投んでトップの部に入る.最i援jヲ(1月)の平均気温2.TC，平均降水量746nml(Cessnockの値，
Bureau of 1¥在eterology)である.7461111lのうち最多雨月は2月 (84m)，12月・ l月が続き夏河~lli!であ
る.設雰雨jヲは 8・9月の冬季である.焼けつくような偏西風による乾燥は太平洋からの湿った風で
し、くぶん緩京1されるし，曇:の発生率もかなり高い (Sydneyの年間!ヨJ3.即時間2，446時間)が，湿度が
いとプJビや腐敗の原因となる.降水量の年度変化は実に大きく， 1975・76・77年は冬季干ばつで，
発芽・開花カミできなかった.干ばつや消費者の趣向の変化などによって， ブドウ農家を止める者も出
て， ブドウj主培 1世紀半以上の問に3 絶滅の危機にひんしたこともある.
Branxton 51ミ方， Hunter河岸海抜75m以下の低地 Dalwoodv::'1828年とし寸早い時期にブドウが植
えられた. しかし HunterValleyを有名にした良い土壌は Cessnock西ブゴの BrokenBack Range 
IJ-l!Jf(lf麓標高 450m以下のパサノレトの風化した(古代の火山活動を証明する)ところにあり，今日核
心地帯となっている. Rothbury Estate， Hungerford Hill， Lake's Follyなどの有名な古いワイナリ
ーは山麓低位斜面にある. Hunter Valleyはワイン産地としては最北に近く，ほとんど亜熱;出;気候的
であるが，オーストラリアでは高級ワインの産地となっている.
Hunter Valleyワインの特色は前述したが， ピノニノアール(赤〉は Tyrrell(当地で最も有名な
ワイナリー)産1976年ものがパリのコンテストでいくつかのかの著名なブノレゴーニュ産よりも上位を
占めて有名になった. シャノレトーンネも作付面積を増やしており自で第 2{立を占めるラインコリースリ
ングを脅かさんばかりである. ピノ=ノアーノレとエノレミタージュ(シラズ)のプレンドこそ Hunter
Val1eyの逸二Zlと考えている人が多い.
IfThe Pocket Australian Wine Companionj]によると， ワイナリーは40， うち設立年次が
記されているものが25，1800年代前半2，後三!と8，1900年代前半1，後半14である. 1858・60・64・
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66， 1893・93，1971・71・71・72・72・72・74・74，1979 ・ 80 とある 11刻。jに fl~ 1~1~1 して設立されてし、る
ことが分る.
Upper Hunter Val1eyには10のワイナリーがあり，古くても1968年設立で， 1973・74年のものが
多く，新しし地である. 1主!ワインが主力で，一大メーカ-Rosemount EstateのシャノLドンネが有
名である
2. パ口ッサヴァリ
オーストラリアで、;'!えも有名なワイン地区で主!のワイン'の10%を生産している.アデレート。の北北
京80km，Rofty Rang・eIJI)J取の一部をなす BarossaRange 1!lJRの西側にあり，その風光夫， ト、イツI'i]
伝統のワインなどがその位力になっている (ti'~ 4 Iヌ1). 東側をTHP立から ~Iと束に 500111 を越す
Barossa Rangeがあり，そのうちの一つの怖が 600mのKaiserstuhlである.この山脈に{品目
風がさえ切られて地形性líýtFI~ となって降るため，年líýt ァ}ζll'l: 50111の等雨が山)JI長に沿って北へ湾入
しており，そこに北から Clareベ九Tatervale • Barossa Valley • Adelaic1e Metropolitan・Southern
Vales • Langhorne Creek などのブド、ウ地区が I!!}北に辿らなっている.市オーストラリアは秋f~l~ によ
って発生するブJピもフィロキセラの告もなく， ブドウ放拾には:)1マ;?にまれた地区で，全信!のワイ
ンの75%，プランディの90%を生旅している.マーレー)1流域 Riverland?産税地区はブトウの生産
は多いが 1弓i山質のワインmブドウは濯if!fの Clareから SouthernVales にかけての IH~ltに辿らな
る地区である.アデレードの北方40kmRose\vorth にある g~*大学は Barossa 地iズに大学のワイナリ
ーを持っており，全国のブト、、ウ栽i古とワイン造りのトレーニングセンターとなっている
Barossa Valleyはアデレード北方で St.Vincent湾に流入する GawlerRiverの支流 ParaRiver 
によって排水され， ) 1の西側は1票日 270mからゆるく自に!むかつて低下する千l立地になっている
Barossa RangeのT!f1JIに沿って北東から市白へ，長さ 30km，Ilr日7km にわたって)1の両側に， mの
Lync10ch付近の際高230mから550m付近の山麓斜面にブドウ闘が開け，百Ji有 100ho，オーストラリ
ア最大の上質ワイン地区が展開している.
〔ドイツ人の足跡JBarossa Valleyの三の小邑を歩いて気付くことはノレッタ一派教会や建物がド
イツ風である外，末l~i疫がドイツ誌名のものが多いことである. Tanundaの Langmiel教会はその最
も典型(I~] な例である.í0Iオーストラリアはト、‘イツ人がたくさん入組したところであり， 1836:'{1三に入品n
が始まったとき，宗教的JlI1]:]からドイツ人は不利益に扱われてきた. George Fife Angas (彼にちな
んで Angastonは名付けられた)は SouthAustralian Companyの代表であり，必25以上の土地を
ml;:入して， ドイツ人受け入れに備えた. 1838年11月に宗教的理由で、刻。民となったトJイツ人が初めて入
植した.かれらは三つの地区に入組した.①アデレー 1，"iÍi l~心北京 7 kmの Klemzig，②アデレート、.都
心南東 20kmの Hahndorf(敢初の移民船船長にちなんで命名された)，③Barossa Valleyの Mr.
Angas の土地.③の地区に最もたくさん入値し， Tanundaはト月イツ伝統の仁l::t心として，今日引退農
民の移住地としてブラスパンドがある. Angaston は在日、[I~j:代に庄てられた決業関係の段、関があった
が，干し果実の包装と果実の缶詰業，さらには東部に石炭石と大理石が出る採石j易があワ，工業的色
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彩が強まっている.N uriootpa k'i.はるかに小邑であったが，急速に成長しブト、ウ破砕残物からとる
沼石i喰採取を行う外，全南オーストラリア中でもコミュニティーセンターが知られている. 自治体所
有の ;-J-;テノレ・協同組合ストアー・スポーツグランド・公i詣・水泳プーノレ・幼til習などがIBJ内に基金で
組1I0LME'SWinery 
Kn1，O 13 45Km 
一一}()()o-Contour interval 250 feet Milcsðつ~ ~ Milcs 
第4図 Barossa Valley (Johnson 1985を修正〉
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整備された. これら三つの小邑のJjlfllにはワイナリーが分散分布している.
出生地がドイツである人は，オーストラリアでは1933年1.7万， 1947:J':1ミ1.5万， 19861:1三11.5万で， ヨ
ーロッパ系の仁i二1で、は最小のグノレープである・ Angastonの真東の二つの小地区には NorthRhineと
South Rhine という名が付けh られている.これまで、述べた地名の他にも，アデレード':q~25klll の Lobe­
thalや Blumbergなどのドイツ認地名があり， Lobethalは羊毛工場の古のものが1870年代にドイ
ツ人入植によって創業された. Tanunda北部にはト、イツ人 JosephSeppeltがオーストラリア最大級
のワイナリーを1850年代にパイオニアーとして設立した.
これらドイツ人集落の起源は1830~45i手のドイツ内の宗教紛争によって， ニー夕、ーシコレージエン
の Grunberg北東25kmの Klemzigの牧師が Jil分の教区の人々を引き;連れて， アデレート、北東部の
同名の土地に1838i:1三に入他した. ドイツ人は新興羊毛工業の最も経験車かな織千で、あった. 1869年ま
でにドイツ人の数は 8，863人となり，南オーストラリアの人口の11.5%を占めていた. トJイツ入居住
地区は I-Iahndorfから Waterlooまで，約130km，Flinders Rangeの南部を占めていた. しかし，第
2次大戦中に， 70のドイツ語地名が地図上から抹消され，代って戦争に関係する地名が付けられた.
(Barossa Valleyの自然〕 成育期間7カ月の積算ilWtl支は 1，673'C，最i度月平均気tM¥.21.3・C，、17-均
年降水量515lJunである.近くのアデレードの年降水量 528mmの季節(:均配分をみるとljlPW的な地仁iコ海性
気候で，冬季6月が72日1日lで、ピーク，夏季1月が201111lと最小である. r=JH何時間は2.51911寺IHJとヨーロソ
パ地中海と向じ.夏季 l月の平均最高気温は29.50， 2月も 29.3'Cと長く，暑く，乾燥した夏はブド
ウの成育には最も適している.土壌は赤色ロームで，農民は古くから Shirazに加えるに Grenache
. Pedro • Mataroのような強化ワイン用の品種を悌えていた.浅い谷j去のj司1mの山麓は， ~':j i立が少
しあることと，北西向きのためにいくぶん湿っており，土壌は多織で、はあるが石氏石の風化したもの
に砂質の Alfisolsが含まれている.この斜面では久しく各種の白ワインAのリースリングと赤ワイン
用の Shirazが栽培されてきた.斜面の上方に行くほど， より繊細にして爽快でブノレーティーなワイ
ンができることを農民は発見した. Gramp's (1847年に Jacob'sCreekに最初jのブト、ウを1ii'(えた人)
は羊さえも留れないような頁岩の五二上の一片を13Hき， i岩12むと呼ばれたが， オーストラリア Ries陶
lingに新しい局面を関し、た.ほとんどの Rieslingは今 iヨBarossaRange東斜ff:r]のマー レ-)1'流域の
Eden Valley . Pewsey Vale • Springtonなどで栽培され，他方North Para Ri ver主谷には Shiraz
• Grenache • Carbernet • 'port'が植えられている.
〔ワインのパイオニア…とワイナ 1)-J オーストラリアの大きなワインニコンツェノレンはほとん
どBarossaValleyにみられる.古くは前述 Gramp'sから Lindeman's(ニューサウスウエールズ升!
からやってきて，今日は LeoBuringワイナリーを所有し，最高級 BarossaRieslingのスペシャリ
スト)まで、にわたっている. Penfoldsは少くとも400hoのブト、ウi認を所有し，その中にはかの有名な
'Grange Hermitage'のブドウが含まれており， Nuriootpaにある巨大なプレンド施設のある以前の
協同組合ワイナリーの Kaiserstu加を傘下に納めた. Steppelt'sは 1850年代に Steppelfieldに，
Smith'sは同じ頃 AngastonのJ:この上に Yalumbaワイナリーを創設した.オーストラりア最高のデ
ザートワインのいくつかは Barossaでつくられ3 熟成した 'ports'や‘sherries'は Seppeltsfield• 
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Yalumlコaワイナリーのものなどがとくに優れている.
数百人のブドウ農家は何世代にもわたってブドウを栽培してきたが，大量生産するワイナリーは小
良家のブト、ウを民ってワインに加工している.他方高品質ワインしか作らないで生産制捜してし、るワ
イナリーもある. Hunter Valleyでみられた消費者の趣向の変化，すなわち甘くて強化されたものか
ら J怪い!主ワインへの変化に対・して，法人大工場は新しい趣向に合った品種を描えるように圧力をか
けているが，小規模栽培者は余り気が進まないらしい.というのは新品種は従来のものよりも収量が
少なし先行きに未だ確信がもてないためである.しかし小規模栽培者の抵抗をよそに大手ワイ
ナリーは他の地域から新12i種をIWlf:入してきて破砕・醸造を始めたが?これは B訂 ossaValleyの名声
を汚すものであるとの批判もある.近年アプレードゴヒブ'Jl20kmにある ClareValleyが BarossaValley 
の 1/4位の生産量しかないのに，その地位を脅かし始め賓の国では BarossaValleyを抜いたとい
うJよブ7もされている.
iJYい家族メーカーは大メーカーに買収されたものもあるが，独立メーカーは独立 I~í 尊で続けている
ものもある.大手も量産だけを意図するものではなくて， Penfoldsの‘GrangeHermitage' (1950年
代初期にボルドーの赤ワインを模して開発された赤ワイン.赤ブドウ shirazの品種名からグランジ
工島ユノレミタージュと名命された. フノレーティーで強く，木樽で酸成され，タンニンを含んでいる)
のような品質向上にも努力している
Barossa Valley vこ41あるワイナワーのうち創設年代の分っている 25をみると， 1800年代前半4，
後、If._6， 1900年代前半8，後半7である.設立ラッシュは1847・47・49・51の19世紀半ばと， 1912・
13， 1968・69の20世紀初期と後半にみられる.
1Y4 jJ月ドイツ，大学都市フライブノレクil方， ライン)1j也潜;市の中にl噴出した火山カイザーシュトクー
ノレ (5-57111) にちなんでつけられた BarossaRangeの山峰 (600111)，さらにその名を冠したワイナり
- iKaiser Stul1ljは1912年ブドウ栽培者らによって設立・所有された大きな協同組合式ワイナリー
であった.この組合は Penfoldsによって 1982年に買収され，次には Adsteamグループに所有さ
れ，現在オーストラリア最大のワインメーカー兼販売業者の一部となっている.Nuriootpaの Sturt
Highwayに Penfoldsワイナヲーと並んであり，どっしりとしたドイツ成建築の遺産でもあるが，
かつては優れた BarossaRiesling (ドライおよびフノレーティ/スウィート)で知られていたが，今日
はftl/パートナー会社の Penfolds/Wynn' sのものとの区別が余りなくなってきた.
Barossa Valleyはワインが有名ではあるが桃・梨・杏・李などの栽培も盛んで、，乾燥した果実と
して海外に輸出している.果樹以外にも乳牛・羊・ J家・家畜の畜産や野菜栽培も盛んである
は岳山、梅・桜の花が咲き乱れる側にさj!:が革を食み，第定されたブドウの校から芽吹きが感じられる
しい1m~)!Ú~景が見られる.
VIおわり
オーストラリアのブドウ栽培は1788年の移民上陸と向tl寺位に始まり，地中海性気候やマーレー)1の
j事政などによって|立界市場に進出するほどまでに発達した.ブドウ栽培およびワイン醸造業の世界お
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よび|主l内におけーる地位は低いものの， Hunter Valleyや BarossaValley などの局地経済に15める経
済・社会的意味v土非~tt~vこ大きい.
干しブドウはヴィクトリアj'I1マーレー)I [流域の港政地域で大規1院な経営でp 世界市場 1:Jけ生産が行
なわれている. ワイン製造にあっては技術の進歩が大きな意味をもち，地中海性気候のところは広い
にもかかわらず j面積的には点に等しいほどのところにしか作付けされておらず，人間集団の技術伝
揺が一つの産業um花に大きいことがわかった.
ほとんど知られてなかったオーストラリアのブドウ栽培とワイン業について，分析的概観ができ，
今後の研究の出発点が築かれた.
資料を白 [:1Vこ閲覧させていただいた Sydney大学地理学教室図書館に謝意を表したい.
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Viticulture in Australia 
日iroshiSASAKI 
Viticulture in Australia began direct after the landing of emigrants from Britain in 1788 
in and around Sydney. It developed under the favourab1e climate conditions and good soils 
fro11 New South vVales to Vitoria and South Australia. Today (1985) 4，465 grape growing 
farmers stand in the middle income class (Table 1). Harvested grapes are used for wine (56%) 
and for dried fruit (40%)， and rest on1y 4% for fresh eatings and others. 69% of Australian 
wine is white and 31% red (Table 2). The average vineyard per farm is larger in Victoria 
and in South Australia (Table 3). The number of wineries by region and crush (Table 4) 
shows， larger sca1e wineries in Swan Hill region and Barossa-Clare region.The average vine-
yard area of wineries in 1983: by variety and region (Table 5) tells us that wineries in Coona-
¥varra region have the largest vineyard (161 ha)， and those in West Australia the smallest 
(13 ha). 
The most well kno¥vn viticultural regions: Hunter Valley and Barossa Valley are precisely 
analysec1 (Plate 1---'6). 
写真1 プドウ図と溜池 (1988.
7. 17) 
去の纏水用にハンター)1の支流
を堰止めている.背景はユーカリ
の森とBrockenbackRange山脈
写真2 Brockenback Range山脈
(1988.7. 17) 
標高 450mほどの山政が続き，
その前面の斜面にプドウ図が開け
ている.
写真 3 Barosa Valey南部に
ある ChateauYaldara 
(1988.8.16) 
1947年ヨーロッパから来た人が
設立したワ イナリー.古美術品の
コレグシ ョンがある.
写真 4 Barossa Valley全長e
(1988. 8. 16) 
Barossa山脈西端より北両方向
を見たもの.布に Nuriootpa，左
に Tanunda の町~Jが比える .
写真5 ブドウ民家 (1988.8. 16) 
Angaston北西，初春で障が咲
き，ブドウの畦のfHJはn給用のマ
メが植えられている.
写真6 Kaiserstuhl ワイナリ ー
(1988.8. 16) 
一番奥の 2本の塔が1912年に設
立された。手前のタングは買収し
た Penfoldワイ ナリー.
